
見やすく読みまちがえにくいユニ
バーサルデザインフォントを採用
しています。

森林に配慮して適切に管理
された森林認証紙を採用し
ています。

VOC（揮発性有機化合物）などを含
む湿し水が不要となる水なし印刷を
採用しています。

環境対応型インキである「植
物油インキ」を使用しており
ます。

〒105-8686　東京都港区新橋三丁目1番1号　法務・CSR本部　TEL: 03-3507-3233 FAX: 03-3507-3999

お問い合わせ先

https://www.yashimadenki.co.jp/

各種ISO取得をはじめ、多数の経験豊富な有資格者が高品質なサービスを提供
八洲電機グループでは、お客様の多様なニーズにお応えし、高品質なサービスが提供できるよう万全の体制を整えております。 
ISO14001、ISO9001、ISO27001の取得に加え、各種施工管理技士をはじめとした有資格者が多数在籍しております。

JQA-EM1677

環境マネジメントシステムに関する国際規格で
あるISO14001を取得しています。
●   登録事業所：本社、エンジニアリングセンター、

関西支店、中国支店、岡山支店、東北営業所、日立営
業所、千葉営業所、周南営業所、大分営業所、福岡
営業所、八洲ファシリティサービス㈱、八洲産機シス
テム㈱、ヤシマコントロールシステムズ㈱、八洲環境
エンジニアリング㈱、八洲電子ソリューションズ㈱

JQA-IM0596

情報セキュリティマネジメントシステムに関す
る国際規格であるISO27001を取得しています。
●   登録事業所：八洲情報システム㈱ソリューション

一部、二部

●   登録事業所：㈱三陽プラント建設

JQA-QM7070

●   登録事業所：ヤシマコントロールシステムズ㈱、 
本社、本社工場、小河原工場、関西営業所、関東営業所ISO9001:2015

20001602 QM15

JQA-QMA15798

品質マネジメントシステムに関する国際規格で
あるISO9001を取得しています。
●   登録事業所：中国営業部中国産業インフラ一課、 

産業・インフラエンジニアリング部

社会と環境のために

八洲のCSRレポート
2019

八洲電機グループの体制

ISO取得状況

資格者（2019年4月1日現在）

建築士 1級 1名
技術士 電気・電子部門 2名

電気工事施工管理技士 1級
2級

141名
3名

建築施工管理技士 1級
2級

7名
1名

土木施工管理技士 1級
2級

11名
1名

管工事施工管理技士 1級
2級

50名
1名

監理技術者 機械器具設置
電気通信

19名
12名

電気工事士 1種
2種

21名
12名

電気主任技術者 1種
3種

1名
5名

特種電気工事資格者 非常用予備発電装置 14名
自家発電設備専門技術者 据付工事部門 16名

危険物取扱者
甲種
乙種
丙種

2名
18名
4名

消防設備士 甲種
乙種

4名
3名

建築物環境衛生管理技術者 2名

事業許可関連

特定建設業

建設業の種類

土木工事業、建築工事業、
とび・土工工事業、屋根工事業、
電気工事業、管工事業、
鋼構造物工事業、ほ装工事業、
塗装工事業、防水工事業、
内装仕上工事業、機械器具設置工事業、
電気通信工事業、水道施設工事業

許可番号 国土交通大臣許可（特-27）
第5842号

許可年月日 2015年12月17日

一般建設業

建設業の種類 消防施設工事業

許可番号 国土交通大臣許可（般-27）
第5842号

許可年月日 2015年12月17日

電気工事業 通知番号 経済産業大臣み通第22001号
通知年月日 2010年1月13日

高 圧 ガ ス
販売事業届

届出番号 東京都知事29環改保高第6508号
届出年月日 2017年6月20日

登録
一級建築士
事 務 所

許可番号 東京都知事登録第61249号
登録年月日 2016年12月5日

（2019年4月1日現在）

有資格者の状況（八洲電機）



当社グループは、経営理念「信・愛・和」のもと、環境配慮型社会に貢献すると
いう経営ビジョンを掲げ、当社のエンジニアリング力を活かし、お客様の様々な
ニーズに対応した環境、省エネ関連の製品・システム・サービスを提供する事業
活動を通じて、「地球環境保全」と「持続可能な社会」の実現に貢献しております。

当社グループの環境活動のメインテーマは、この事業活動を通じて「CO₂
排出抑制へ貢献する」ことです。2018年度の「CO₂排出抑制貢献量」は目標値
の534,000トンに対して、552,261トンを達成（達成率103%）いたしまし
た。そして、2019年度は、目標値566,000トン（2018年度実績比103%）を掲
げ、地球温暖化防止に取組んでまいります。

当社グループは、これからも事業活動を通じた社会への貢献をはじめ、環境
技術分野における研究開発支援、地域美化活動、その他ボランティア活動など、
ますます多様化する社会的課題解決に積極的な役割を果たすとともに企業価値
の持続的な向上を目指し、高い倫理観と責任感をもって持続可能な社会の構築
に向けた活動を推進してまいります。

代表取締役会長兼社長
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裏表紙 八洲電機グループの
体制

「地球環境保全」と
「持続可能な社会」への

貢献を通じて、
企業としての社会的責任を
果たしてまいります。

トップメッセージイントロダクション
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コア技術
電機制御システム、環境システム、交通システム、情報

システム、エネルギーシステムの5つのコア技術で、システム

設計・施工管理を行い、お客様の様々なニーズにお応えします。

更にコア技術を「技術ソリューション力」等で横断的に進化・融合

し、お客様にとって最適なソリューションを提供します。

エンジニアリングセンター
本社とエンジニアリングセンター（日暮里）に分散していた

エンジニアリング部門を2019年6月に八洲芝公園ビルに

集約しました。各技術分野の連携を一層深め、シナ

ジー効果を発揮することによりエンジニアリ

ング力を更に強化してまいります。

八洲電機グループでは、『ソリューション・エンジニアリング力』を活かした環境技術・サービスをお
客様へ提供し、「地球環境保全」と「持続可能な社会」の実現に貢献しています。

人々の生活を豊かにする八洲のエンジニアリング力

  情報システム
お客様の課題解決に対し、独自の情報ソリューション
を提供することで、豊かな情報化社会の実現を目指し、
「安全・安心」「データ収集」「現場支援」「見える化」を実
現する4つの現場IoTを展開しています。
新たなテクノロジーを組合せ、システム構築から運用・
保守サポートまで、お客様のニーズにお応えしてい
ます。

  環境システム
空調システム技術では、住環境への一般空調システム、
クリーン・温湿度・圧力制御をベース技術としたバイオ
ハザード対策室等の特殊空調システム、冷蔵庫・冷凍室
の低温設備、及び冷熱源設備を提供しています。
また、工場・商業施設・ビル施設への照度・視環境を改善
する高効率LED照明設備、空気圧縮機等の工場ユーテ
ィリティ設備の導入を推進しています。

  交通システム
交通システムでは、運行・電力管理システム、信号・列車制御システム、受変電シス
テムを中心に安全・安定輸送へ貢献する技術を提供しています。また、「環境と人
に優しい鉄道システム」をキーワードに、駅構内のLED照明、デジタルサイ
ネージ、IoT技術による人流分析等の信頼性の高いサービスを工事と合わせて
総合的に提供しています。

  エネルギーシステム
太陽光発電システムや下水処理場のバイオガス発電システム
を提供しています。昨今では落差の少ない水路の水エネル
ギーを利用したマイクロ水力発電システムも提供しています。
エネルギーシステムでは長年培った電機制御技術を活用し、
環境・省エネを通じてお客様の社会貢献を支えています。

  電機制御システム
電機制御システムでは、電源設備や水処理設備等の
ユーティリティーシステムと、PLCやインバーターを
用いたシステムを提供しています。
お客様のニーズを引き出し、最適な設備計画を立案
し、設計・施工・試運転からメンテナンスまで一貫した
ソリューションを提供し、お客様の設備の生産性向上
や省エネ化に貢献しています。

Business fieldビジネスフィールド
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ビジネススタイル
製品を販売するだけではなく、プレエンジニア
リングから、設計、調達、建設、運転、保守、

アフターサービスまでを一貫して行い、当社の
技術とともにサービスを提供します。

様々な産業のお客様に技術を付加した
サービスを提供します。

コーポレートイン
当社の専門技術者をお客様の事業所内に

常駐させ、お客様の立場となって最適なソリューションを
提供します。これにより、お客様のあらゆるニーズや

課題に対して迅速な対応を実現できます。

コア技術
5つのコア技術で、

システム設計・施工管理を行い、お客様の
様々なニーズにお応えします。更にコア技術を

「技術ソリューション力」等で横断的に進化・融合し、
お客様にとって最適なソリューションを提供します。

専門技術者を常駐させ、お客様目線で
最適なソリューションを

提供します。

コーポレートイン
専門技術者をお客様の事業所内に常駐させる

お客様密着体制

▶エンジニアリング力
（提案・システム設計・施工管理）
▶幅広いニーズにお応えする技術力

技術力
▶長期的な取引における信頼関係
▶技術部門と融合・連携した密着体制

技術営業力

A.3

A.2

コア技術

（2018年度実績）

プレエンジニア
リング（提案） 設計 調達 建設 運転 保守

アフターサービス

一貫したサービス

様々な産業のお客様に技術を付加したサービスを提供

Business Styleビジネススタイル
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鉄鋼、石油、医薬品、紙パルプ、鉄道などの様々な業種、
3,000社を超えるお客様と取引をしています。

お客様基盤
創業以来、実績と信用を

積み重ね、多数の企業のお客様と
継続的な取引をしております。

最適化を実現するた
め、設計から行う

ニーズに応じ様々な
環境を作り上げる

鉄道事業のニーズ
にお応えする

様々な情報を取りま
とめ、伝達を実現する

再生可能エネルギー
を活用する

技術ソリューション力 それぞれのコア技術を進化・融合し問題を解決する

アライアンス構築力 日立グループ会社をはじめとした、最適なパートナーと協業し提供する

プロジェクトマネジメント力 案件ごとに取りまとめを行う
総合エンジニアリング力 設計・調達・工事などを連携させ提供する

電機制御システム 環境システム 交通システム 情報システム エネルギーシステム

A.1

A.4

Q.1

八洲電機の
ビジネススタイルは？

Q.3

コーポレート
インってなに？

Q.2

お客様基盤は
どうなっているの？

上位100社  69％

● 売上高構成比
101～200社  12％

201社～  19％

東証一部
上場企業  34社

● お客様上位100社上場区分

その他上場企業のグループ会社など  33社

非上場会社  33社

コア技術を活用し、当社のエンジニアリング力で、大手企業をはじめとした
3,000社を超えるお客様の環境・省エネなどのニーズにお応えし、
様々なソリューションを提供しています。また、当社のビジネススタイルである
コーポレートインで、迅速丁寧にお客様をサポートします。

The Power of 
　　　YASHIMA八洲電機の強み

八洲電機の強みを
紐解く

クエスチョンズ4つの

Q.4

コア技術ってなに？



プラント事業

産業・交通事業
化学・医薬品・紙パルプ・機械・電気機器・精密機器・鉄道などの幅広い業界に貢献

事業内容
産業分野では空調・冷熱・圧縮機などの環境制御、省エ
ネに配慮した照明やITソリューションなどを提供し、
鉄道分野ではインフラの整備・構築を手掛け、安全・安
心な社会に貢献しています。

主要取扱製品
空調設備、照明設備、受変電システム、セキュリティシス
テム、車両及び車両電気品、駅設備関連システム、これ
らに関わる保守・メンテナンスサービスなど

売上高構成比（2019年3月期）

売上高

44,720百万円

鉄道分野においては、高度化、インバ
ウンド増加等、多様化するニーズに対
応すべくソリューションを提供して
おり、環境に優しい車両省電力制御装
置、車両、駅構内のデジタルサイネー
ジ多言語化対応、安心・安定輸送に貢
献する運行管理システム等の提供を
しております。また、機器の提供だけ
ではなく変電所や工場設備の設計、施工、予防保全まで一貫した
エンジニアリング技術で環境負荷の低減に取組んでおります。

CLOSE UP !

東武鉄道株式会社様
「SL大樹」

電子デバイス・コンポーネント事業
先端技術を駆使したソリューションを提供し社会に貢献

事業内容
産業界での本格的なAI・IoT化が進んでいるなか、お客
様の多様なご要望にお応えするため、取扱商品（海外
製汎用半導体、表示デバイス等）の拡充を図るととも
に、お客様・パートナー企業と技術力を融合すること
で、最適なソリューションを提供いたします。

主要取扱製品
マイコン、アナログ半導体、メモリ、IGBT、液晶モジ
ュール、モニター、電池、センサ、FAネットワーク用通信
モジュール、産業用組込みボード、ソフト受託開発など

売上高構成比（2019年3月期）

売上高

7,700百万円

製造現場における生産性の効率化、
安全確保、品質向上にIoT技術の導
入が盛んななか、ルネサスエレクト
ロニクス㈱様のAI技術を活用し、現
場監視におけるセンシングソリュー
ション及びセンサーモジュールを提
案しています。設計から量産まで、製
造現場のニーズに合わせてAI・IoT
技術でソリューションを提供いたし
ます。

CLOSE UP !

組込みAIのイメージ

プラント事業では、鉄鋼・石油・ガスなど
の素材・エネルギー産業に対し、エンジ
ニアリング力を発揮して、最新の技術を
複合したシステム提案により、常に付加
価値の高いソリューションを提供しま
す。電機制御システム等のコア技術によ
り、お客様の生産現場のニーズにフレキ
シブルに対応し、省エネルギーや生産性
の向上に貢献します。
また、情報IT関連のシステム構築により、監視制御、予兆診断、入構
管理等の生産現場のIoTに対し積極的に提案し、安心・安全を実現
します。

石油業界のお客様の製造ライン
（イメージ）

事業内容
省エネ化、高効率化、老朽化に伴う設備管理の充実とい
ったニーズに、最先端機器と八洲ソリューション技術
を組合わせたシステムを提供しています。

主要取扱製品
鉄鋼システム、自家用発電設備、受変電・配電設備、圧延設
備、電機制御、生産管理システム、これらに関わる保守・
メンテナンスサービスなど

24.9%

64.0%

11.0%

Business Outline事業概要
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【セグメント変更】 2019年3月期より、セグメント区分の見直しを行い、従来の「産業システム事業」と「社会インフラ事業」を統合し、「産業・交通事業」に変更しました。

鉄鋼・石油・エネルギーなどのプラント分野に最先端技術で貢献

売上高構成比（2019年3月期）

売上高

17,407百万円

CLOSE UP !

ビジネスユニットの概要

プラント事業

技
術
管
理
本
部

技
術
本
部

プ
ラ
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ト
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ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

　
　
　
第一本
部
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ン
ト
エ
ン
ジ
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ア
リ
ン
グ

　
　
　
第
二
本
部

ビ
ジ
ネ
ス
ネ
ッ
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ー
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推
進
セ
ン
タ
ー

産
業
シ
ス
テ
ム
本
部

設
備
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
本
部

交
通
シ
ス
テ
ム
本
部

産業・交通事業 電子デバイス・
コンポーネント事業

グループ会社 3社 グループ会社 5社 グループ会社 2社

 ㈱中国パワーシステム
 ㈱西日本パワーシステム
 ㈱三陽プラント建設

 八洲電子
ソリューションズ㈱

   八洲ファシリティ 
サービス㈱
 八洲産機システム㈱
 ヤシマコントロール
システムズ㈱
 八洲環境
エンジニアリング㈱
 八洲情報システム㈱

八洲電機

製品販売力を強化し、
売上高拡大

エンジニアリング力を
最大限に活かし、
収益力強化

エンジニアリング
ビジネスユニット

インフラソリューション
ビジネスユニット

ビジネスユニット体制
重点施策である「ソリューション・エンジニアリング
力の強化」を推進し、事業領域の相互連携強化と競争
力の向上を図るため、組織・事業体制を改編し、ビジ
ネスユニット制組織を導入しました。

■ 「エンジニアリングビジネスユニット」では、技術
営業一体のプラントエンジニアリング事業を推進
し、エンジニアリング力を最大限に活かし収益力
強化を目指します。

■ 「インフラソリューションビジネスユニット」で
は、エンジニアリング案件の対応を行うと同時に、
事業間の密接な連携を図り、製品販売力を強化す
ることで売上高の拡大を目指します。また、ビジネ
スネットワーク推進センターによる、顧客・製品・
ビジネス情報の横展開強化と、事業本部間連携を
更に推進してまいります。

八禧洲(上海)电机商贸
有限公司



   八洲ファシリティサービス株式会社  
（4/1付 社名変更、旧㈱ヤシマ・エコ・システム）
八洲ファシリティサービス㈱は更なる事業拡大・発展に向

け、2019年4月1日付で同社名に変更しました。これを契機
に、お客様の大切なビル及び工場設備である空調・冷凍機
器並びに産業機器（コンプレッサー、クレーン、ポンプ他）の
修理・保守・整備、最適なソリューション提案、そしてリニュー
アル工事までをトータル的に担うサービス会社として、これ
ら設備機器の修理、整備、検査・試験、技術研修の拠点である

「サービス&ラボステーション」を有効活用しながら、お客様
の様々な省エネ・省力化ニーズにお応えすべく更なる高品質
で付加価値の高いサービスを提供いたします。

 八洲産機システム株式会社
八洲産機システム㈱は、市場の変化に対応した産機製品・

サービス事業をより進化させ、環境配慮型社会へ貢献してお
ります。

また、㈱日立産機システム様の特約店として、主にドライブ
システム・空圧システム・受配電システムをはじめとする各
種産業電機機器システムの販売から、IoTを活用した既設
納入品のサービスや保守点検を行い、省エネ・リニューアル
提案に加え、環境、省人・自動化のニーズに対し、お客様視点
でフルサポートを実現いたします。

 八洲環境エンジニアリング株式会社
八洲環境エンジニアリング㈱は、空調・給排水衛生設備工

事事業を主体として設立2年目を迎えました。
八洲電機㈱が長年培ってきた「高い技術力」を引き継ぎ、

スーパーケミカルクリーンルームやバイオクリーンルーム
等の「特殊空調設備」、多様な試験分野で必要とされる「環境
試験設備」、流通業界や食品工場等に納める「冷凍・冷蔵設備」
等のシステムを提供し、環境配慮型社会の構築に貢献いたし
ます。

2019年4月には、東京本社と西日本支店に加え、新たに
大阪に関西営業所を開設いたしました。お客様に心から満
足していただける様に、全
社員が一丸となって、更な
るトータルソリューショ
ンを進めてまいります。

 株式会社中国パワーシステム
㈱中国パワーシステムは、1988

年2月の創業以来、中国電力㈱様及
びそのグループ各社様に、火力、水
力発電設備・受変電設備機器の
販売及びサービスを展開しており
ます。メーカーと一体となった営業活動を通じて、中国電力㈱様
の経済的で安定的な電力事業に貢献しています。

電力事業が大きな変革期を迎えているなか、新規事業、新分野
等に対して八洲電機グループと連携を図り、取組んでまいります。

 株式会社西日本パワーシステム
㈱西日本パワーシステムは、

2019年4月に営業を開始いたしま
した。九州地区にて水力発電設備
機器の販売及びサービスを中心
に営業活動を行い、お客様にとっ
て最適なソリューションを提供いたします。

 八洲電子ソリューションズ株式会社
八洲電子ソリューションズ㈱は、幅広い分野に半導体、電

子部品、電池、センサー等を供給するサプライヤーとして社
会の発展に貢献しています。電子デバイスの供給にとどまら
ず、基板実装の受託やルネサスエレクトロニクス㈱様製マイ
コンとキットでソフトウェア受託開発などの多様なソリ
ューションを提供しています。

5G実用化目前に産業界のAI・IoT技術活用が進むなか、当
社の技術とパートナー企業の技術力を融合してソリューシ
ョン力を高め、お客様の飛躍に寄与できる価値を提供し続け
てまいります。

 株式会社三陽プラント建設
㈱三陽プラント建設は、八洲電機グループの一員となり2年

目を迎えました。これからも、60年以上にわたり日立グループ
の据付・配線工事の設計・施工を担ってきた経験を活かし、

「交通システム分野」をはじめ「変電設備」「鉄鋼・石油プラント」
「公共施設」などにおいて、専門的な技術と習得したノウハウ
をもって、電気・機械設備工事の設計から施工までを展開し、
総合技術力でお客様に確かな品質を提供してまいります。

また、八洲電機グループの施工を担う中核企業としてシナ
ジーを最大限発揮することにより社会に貢献してまいります。

 ヤシマコントロールシステムズ株式会社
ヤシマコントロールシステムズ㈱は制御盤の設計・製造

及び販売・メンテナンスを通して社会に貢献し、業歴45年目
になりました。
「設計」「製缶」「組立」「検査」の一貫生産体制を強みに、長年

培ってきた「高度な電気、計装技術」を通じ、お客様の多岐に
わたるニーズにお応えし、より付加価値のある制御盤を提供
できる企業を目指しております。

八洲電機グループ唯一のメーカーとして安全遵守と品質
管理に努めるとともに、創業時からの「信頼（CS）と技術に生
きる」という顧客第一主義の方針に沿ったより良いサービス
を提供し、技術者集団と
して信頼強化に努めて
まいります。

 八洲情報システム株式会社
八洲情報システム㈱は、2019年4月に八洲電機㈱の情報・

通信システム事業が独立し誕生いたしました。
当社は、各種設備からの情報を収集する監視制御システム

やドローンを利用した点検システム、カメラやセンサーを
活用したセキュリティシステム、列車運行情報をリアルに
配信するデジタルサイネージ、駅の改札情報を画像配信す
るサービスなどを中心に、IoT（モノのインターネット）やAI

（人工知能）を活用したICTソリューションをお客様に提供い
たします。

特殊空調設備
スーパーケミカルクリーンルームパッケージエアコン（空調機器） 空気圧縮機（エアー供給機器）

センサー
モジュール

WiFi

Group Companies主要グループ会社紹介
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グループ会社とともに最適な
ソリューションを提供いたします



当製油所は、JXTGグループの一員である鹿島石油㈱の
主要拠点として、1970年に茨城県神栖市（鹿島臨海工業地
帯）で操業を開始し、現在、約19.7万バレル/日の原油処理
能力を有しています。4年に1度の定期修理では、約1カ月
間すべてのプラント設備を停止し、大規模なメンテナンス
を行います。その間、1日あたり協力会社の作業員約3,000

人（定期修理期間中のべ97,000人）が出入りします。その 

ため、入構手続きによる車輌と人の混雑緩和は当製油所の
抱える長年の課題でした。また、入構する人員情報の正確な
把握は、工事費用管理のためにも必要でした。

従来より構内における電気設備のソリューション業務
や、定修時の人数チェック業務を委託していた経緯から、
2018年度の定修に向けた入構管理のシステム化について
八洲電機さんに相談をし、情報ソリューションの提案をし
ていただきました。

今回導入したシステムの特長は、従来、通門証を守衛が確認
していた通門手続きをシステム化したことにあります。
これにより、協力会社の方々は乗車したまま通門証タグを
ハンディ型タグリーダーにかざすことで入構が可能となり
これまでの混雑状況が大幅に改善されました。導入に際し

ては作業車の車高・車長の影響を受けずに確実にタグ情報
をいかに読みとれるかがポイントでしたが、アンテナの電
界強度・方向等を工夫し、繰り返しテストを重ね課題をクリア
していただきました。従来、定修直前に行う約6,000人分の
情報登録は大変な作業でしたが、システム導入により、入退
時間や人数等、協力会社情報の一元管理が容易となりました。
八洲電機さんからは常に多角的な提案を頂いております
が、当社の要望を十分に理解して頂き、まさに一緒に創り上
げたシステムとなりました。

当製油所は、その立地性を踏まえ、陸路及び海路からの
不法侵入等に備える必要があり、セキュリティのさらな
る強化は今後の課題です。今後も八洲電機さんには最先
端技術を活用したシステム提案を期待しております。

情報ソリューションにより
安全管理の向上を可能にします。

プラント事業

プラント事業では、省エネ・高効率化、設備管理
等、生産性を高めるソリューションの他、お客様の
ニーズに合わせた侵入監視や各種入構管理システム等に
よるセキュリティの向上、及び危険体験VRシステム等による
作業員安全管理への支援も提供しております。
鹿島石油㈱様には入構管理システムをご採用頂き、
大規模定期修理時、入構手続きの混雑緩和も実現できました。

鹿島石油株式会社様
導入事例のご紹介

定修時入構管理システムの導入に至る
背景を教えてください。

本件における当社の対応へのご評価は？

鹿島石油株式会社 鹿島製油所
計装電気グループ  アシスタントマネージャー　藤澤 圭介様

今後の当社への期待をお聞かせください。

外部からの侵入を強力に抑止し、
安全・安心を確保
監視用ネットワークカメラの
最適ソリューションをご提案

産業・交通事業

産業界では、安全・防災・防犯及び情報セキュリティ等の
リスク管理が重要な経営課題の一つとなっています。
日本ユピカ㈱様の案件では、湘南工場及び技術研究所への
外部からの侵入を監視するカメラネットワークを導入いたしました。

日本ユピカ株式会社様
導入事例のご紹介

日本ユピカ株式会社
生産管理部 湘南工場 工場長　守屋 敏彦様

当社の主力製品である不飽和ポリエステル樹脂は、ガラス
繊維や炭素繊維等の強化繊維と組み合わせた複合材料や
塗料として、住宅設備、電気材料部品、電子・光学部品等の
素材として幅広い分野にて活用されています。特に、人造
大理石用樹脂、難燃性樹脂は、他社製品にない優れた性能
との定評を得ています。さらには、炭素繊維で強化された
複合材料は、軽量・高強度の特性を活かし、航空宇宙、自動
車、工業分野へと、その用途を拡大しています。

当湘南工場は、美祢工場が不飽和ポリエステル樹脂の大型
案件を取り扱うのに対して、比較的中小クラスの案件を取
り扱っています。構内に併設された技術研究所では、顧客
の新たなニーズ、用途に向けた製品開発を行っており、顧客
の機密情報保護の観点から、防犯、情報セキュリティが課題
となっていました。また、各種樹脂の製造過程において化学
薬品等を扱っていますが、近隣住宅や施設の安全・安心、土壌
や河川等の環境保護のため、当工場敷地内におけるセキュ
リティは重要テーマでした。

八洲電機さんには日頃から他社動向等の情報提供を頂い
ており、工場運営における各種課題の解決について、よき

今回の監視カメラ導入に至る経緯を
お聞かせください。

相談相手となって頂いています。今回の監視カメラ導入に
おいても長年の経験と最新技術情報を駆使し、費用面も十分
考慮の上、最適な監視カメラ機材、配置及び台数について
ご提案頂き、外部侵入の抑止に寄与頂きました。

八洲電機さんとは、2014年に空調設備の更新工事をお願
いしたのが最初です。それ以来、工場構内にて発生するい
ろいろな問題の「相談役」のような存在です。今後は、監視
カメラの更なる強化をはじめに、当工場の様々な検討すべ
き課題に対して、いち早く最先端の情報を提供する、身近
なビジネスパートナーとしてお付き合い頂けたらと思い
ます。

今後の八洲電機グループへの期待を
お聞かせください。

貴社の事業についてお聞かせください。
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24時間365日体制で駅設備を一元管理
安全・安心・快適を強力にバックアップする

「SmartFAM」※を導入

産業・交通事業

交通事業では、主力の鉄道分野において、旅客・貨物輸送
の基盤を支えるインフラの構築・整備を担い、お客様の多
様なニーズに合った幅広い製品・システムを提供しています。
東京地下鉄㈱様並びに㈱メトロステーションファシリティーズ様
の案件では、駅設備の状況を見守り、お客様の安全・安心・
快適を支える駅巡回点検業務支援システムに「SmartFAM」※を導入いたしました。
※「SmartFAM」は株式会社日立産業制御ソリューションズ様の登録商標です。

東京地下鉄株式会社
鉄道本部 営業部 施設課 統括事務係　齋藤 寛通様(左)

株式会社メトロステーションファシリティーズ
事業部 事業課 技術係　入学 寿様（右）

MSFは、他社に先駆けた取組みとして、東京メトロの各
駅に点在する駅設備の管理情報及び駅構内にて日々発生
する不具合情報を集約し、一元管理するため2017年4月
に設立されました。MSF設立前までは、不具合対応につ
いて駅設備ごとに対応部署が異なっており、現場に大変
負荷がかかっていました。そこでMSFに課せられた任務
は、2017年7月までに24時間体制のコールセンターの設置
と駅巡回点検業務支援システムの構築により、運営体制
を確立するというものでした。

八洲電機様は、東京メトログループにおいて電気設備に
関わるインフラ構築・整備・保守サービスの実績があり、
また、MSF設立時より、駅設備の巡回点検業務の一部を委
託しています。MSF設立後3ヶ月間という短期間でシス
テムを立ち上げなければなりませんでしたが、八洲電機
様は、運用開始に間に合わせるためシステムエンジニア
をMSFに常駐させ、逐次、巡回点検業務の現場から意見を
吸い上げ、システム仕様に反映するなど、迅速に対応いた
だきました。その結果、システムを予定通り導入すること
ができました。

㈱メトロステーションファシリティーズ
（MSF）様の駅設備管理とはどのような業務でしょうか。

これまで、駅設備とコールセンター間のネットワーク
構築と巡回点検業務の確立に注力し、その結果、駅員等現
場から「不具合の応急処置対応の要請が電話一本で出来、
大変便利となった」との評価を受けています。

現在は、巡回点検による不具合箇所の発見とコールセン
ターによる応急処置対応が主な業務ですが、今後は一段上
を目指し、美観を維持し東京メトロをご利用になるお客
様にとってより快適な空間となるよう、先手管理による

「未然防止」をキーワードとして取組んでいきます。東京
オリンピック・パラリンピックによる訪日外国人客等、利用
されるお客様の増加を見込んでおり、八洲電機様には、引
続き、最新技術をもって情報発信、ソリューション提案を
頂き、システムの更なる改善にご協力をお願いいたします。

24時間体制の駅設備一元管理サービスの
構築において、当社の役割をお聞かせください。

今後の当社への期待をお聞かせください。

セイコーインスツル（SII）の プリントシステム事業部は
1982年に発足し、現在はサーマルプリンターのプリン
ターメカニズム及び完成品の開発、製造、販売を行ってい
ます。近年はPOSプリンター、業務用モバイルプリンター
においてもSIIブランドが市場に浸透しています。当社の
モバイルプリンターはレシート発券用ですが、スマート
フォン等の決済端末が普及し、店舗、宅配業者、タクシー
業者など多様な業界で活用され、昨年発売した超小型、超軽
量のモバイルプリンターは国内で大変好評を得ています。

当事業部は発足当初から35年以上にわたり、八洲電機
さんから八洲電子ソリューションズさんとお取引し、プリ
ンターの心臓部といえるマイコン、電子デバイス等を調達
しています。超小型、超軽量のモバイルプリンターにおい
ても、購買の基本である品質、コスト、納期の3点を総合
評価し、八洲電子ソリューションズさんから小型高性能な
ルネサス製マイコンを採用しました。2018年夏には世界
的に電子デバイスの需要が高まり供給不足となるなか、
弾力的かつ安定的にマイコンを納品いただいています。
また、当社製品の開発段階から長期にわたり、レスポンス
よく技術サポートを頂く点も信頼につながっています。

八洲電機グループとの取引実績について
お聞かせください。

八洲電子ソリューションズさんには引続き、ルネサス
製品をはじめとした半導体の最先端情報の提供と、現在の
当社製品や製造環境において最適な電子デバイスのご提案、
品質・コスト・納期において対応力に優れたサービスの
提供をいただければと思います。また、2019年4月に新た
に八洲情報システム㈱を設立されましたが、今後は当事業
部製品を採用いただく可能性も含めて、当社と八洲電機グ
ループとの協業が広がることを期待しています。

電子デバイス・
コンポーネント事業

セイコーインスツル株式会社
プリントシステム事業部　SCM推進部長　奥木 泰弘様

SIIブランドのモバイルプリンターについて
お聞かせください。

導入事例のご紹介

セイコーインスツル株式会社様

長年培った高品質の開発力と提案力を強みに
国内シェアＮｏ.１のモバイルプリンターをサポート

東京地下鉄株式会社様
導入事例のご紹介

株式会社メトロステーションファシリティーズ様

今後の八洲電機グループへの期待を
お聞かせください。

八洲電子ソリューションズ㈱は、半導体応用技術を
強みに電子業界特有のスピードに対応し、
電子回路設計、ソフトウェアの開発から実装・量産に至るまで、
ワンストップにてソリューションを提供しています。
今回のセイコーインスツル㈱様の案件では、モバイルプリンターの
主力製品に対して、お客様のニーズや諸条件を考慮しつつ、多種多様の製品群の中から
最適なキーデバイスを提案し、ソフト開発を含めたトータルソリューションにより、高い価値創造に寄与いたしました。
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業務執行を適正かつ健全に行うために、取締役会が
実効性ある内部統制システムの構築と法令等遵守の
体制を確立しています。また、監査等委員会は内部統制
システムの有効性と機能を監査しています。

代表取締役である社長直轄で、業務執行部門から
独立した「監査部」を本社内に設置し、グループ会社も
含めて各部門に対して内部監査を実施し、内部統制の
有効性を評価・確保しています。

内部監査は、代表取締役である社長の承認を得た年
間計画に基づいて実施され、個々の内部監査の結果は、
速やかに代表取締役である社長と監査等委員会に直接
報告されるほか、取締役会や経営会議においても報告
されます。また、監査結果や改善策等については、社内
関係部門に情報共有されます。

内部統制システムの整備と体制

当社は、八洲電機グループの「行動規範」に反する行
為があることを従業員が知り得た場合に、先ず上長に
報告・相談することを基本としています。

しかし、このような報告・相談が難しい場合や適さな
い場合、問題等をより早期に発見し必要な対策を実施
するために、八洲電機グループの共通窓口としてコンプ
ライアンス担当部門、監査等委員会及び社外の法律事
務所の合計3ヶ所に「ホットライン」を設置し、従業員が通

報・相談しやすい環境を整備しております。
ホットラインへの通報・相談については、「内部通報

規程」に従い、当該案件の関係者すべてのプライバシー
保護に配慮した調査を行ったうえで、是正・勧告などの
対応を行います。調査結果は、取締役会や経営会議に
報告し問題の解決や再発防止につなげています。

なお、2018年度の八洲電機グループホットライン
への通報・相談の件数は、3件でした。

通報・相談窓口の整備

当社は、継続的に輸出管理の強化、そして更なる改善
を図るために代表取締役を最高責任者とする輸出管理
体制を構築し、「安全保障輸出管理規程」を定め、「外国
為替及び外国貿易法」などを含む法令に基づいた厳格
な管理及びリスクに対する取引審査や出荷管理、入庫
管理などを実施しています。その管理はグループ会社
も対象としています。

また、当社及びグループ会社も含めて、適正な輸出
取引や通関手続きを実施するため、輸出管理に関する
研修等を実施し、コンプライアンスの徹底を図ってい
ます。

輸出管理の体制及び取組み

健全な企業活動を推進していくためには、法令や
社内ルールを遵守するとともに、公正で自由な競争を
行うことが求められています。

当社は、毎年、グループ会社を含めた従業員などを対
象として、コンプライアンス研修を行っています。

2018年度からはコンプライアンス・ニュースをより
読みやすくし、構成やデザインを全面的に刷新しました。

このほか、アンケートによる「コンプライアンス意識
実態調査」の実施、新たにコンプライアンス標語の掲示

（毎月2回）などの啓発活動に積極的に取組んでいます。

コンプライアンスの徹底に向けた啓発・教育

当社のコーポレート・ガバナンス体制の概要図
2019年4月1日現在

当社は、八洲電機グループの持続的な成長と長期的な企業価値の向上を図る観点から、公正かつ透明な企業活動
を行うことを経営の基本とし、この方針を支えるコーポレート・ガバナンスの重要性を充分認識し、経営の公正
性・透明性を確保するとともに、迅速な意思決定の維持・向上に努めております。
当社は、実効性のあるコーポレート・ガバナンス体制として権限と責任を明確にした意思決定とこれを監視、評価
する体制を整備し、より良いコーポレート・ガバナンスを追求し、その充実に継続的に取組んでいくために、2016

年に監査等委員会設置会社に移行しました。

コーポレート・ガバナンスに関する基本的な考え方

内部
通報

内部
通報

内部
通報

報告

報告 報告

報告

連携 連携

連携

付議・報告

付議・報告

会計監査の
妥当性の判断

監査、監督

監査、監督

監査

連携

報告

選定（任）・
解任　監督

提言

諮問

コンプライアンス
委員会

（委員長：代表取締役社長）

経営会議

監査担当部署

監査等委員会
3名（うち社外 2名）

会計監査人

社外弁護士

選任・解任 選任・解任

株主総会

選任・解任

代表取締役社長

上席執行役員

指示 報告

報告

社内各ビジネスユニット・統括本部等、各グループ会社

指名・報酬諮問委員会
<構成>：取締役 4名

（うち社外2名）

取締役会
<構成>：業務執行取締役 6名
監査等委員である取締役 3名

（うち社外2名）
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当社の「ダイバーシティ推進」は、社員の数だけ多様性が存在することを受け入れながら一人ひとりの能力を最大限
に発揮し、生産性の向上につなげていくことです。
新たな環境作りのため、これからも様々な施策・制度導入を推進してまいります。

「ダイバーシティ推進」について

当社独自の働き方改革　現在、当社は、働き方改革に取組んでいます！

少子高齢化の進行や労働力人口の減少に歯止めがかからないなか、政府は一億総活躍社会の実現を標榜
しています。当社も全社員総活躍会社を目指し、性別・年齢・障害を越えた真のダイバーシティ実現に向
け、多様な働き方を受け入れる体制作りに鋭意邁進中です。

背景

すべての社員が生活上のあらゆる制約を乗り越えて持てる力をフルに発揮し、存分に
キャリアを追求できる会社となることです。社員の働く場所や働く時間を極力制限せ
ず、各社員の都合に合わせた働き方の実現により、最大の成果をあげることを目的とし
ています。

目的

当社の「働き方改革」は、「支援環境の整備」と「意識・行動の変革」の2つで推進します。
創立70周年記念事業の一環として実施した本社ビルの建替えを機にワークスタイル変
革プロジェクトを発足した際には、「支援環境の整備」を重点的に取組み、現在は「意識・
行動の変革」に対し、次の2つの施策に取組んでいます。

八洲の
現状

働き方改革のすすめ

 

当社のイクボスの定義（右図
参照）に基づき、組織の生産
性を大幅に向上させるマネ
ジメントスキルを学ぶ「イクボス研修」を2019年2月
より、役員・管理職を対象に順次実施中です。

イクボス研修の実施1
①  それぞれの部下が抱える隠れた制約要因を的確に

見抜き
② 多様で柔軟な働き方を積極的に選択させることで
③全部下の意欲と能力を最大限発揮させ
④組織成果の極大化を達成できる上司

当社のイクボスの定義

長時間労働の是正  全館20：30完全消灯実施

 勤務間インターバル制度の導入

 スーパーフレックスタイム制度の導入

 時差出勤制度の制定

 直行直帰奨励

 スポット在宅勤務制度の導入

柔軟な働き方

 総合職への転換基準の改訂

  総合職転換社員の基本給体系の改定

 派遣等非正規社員の正社員登用

 定年者雇用制度の処遇体系改訂

キャリア形成

ワークライフ
バランス

 年末年始休日の拡大

 一斉年休の拡大

 積立有休制度の制定

 育児休業早期繰上げ支援金の新設

 ジョブリターン制度の制定

   シンクライアント、 
モバイルPC＋スマートフォンの支給

 フリーアドレスの導入

 サテライトオフィス利用認可

環境整備

■ 部下に積極的に活用するよう、常に声掛けをした。
■ スケジュールを事前に立てて、積極的に活用するよう

促した。

モニター社員の上長として、部下に活用してもらう
ために、どのような工夫をされましたか？

■ 自らスケジュールを立てて活用していた。
■ 仕事とプライベートの時間にメリハリをつけていた。
■  共働き世帯では、夫婦とも有効活用し、育児も仕事も

頑張っていた。

モニター社員の上長として、
部下が活用してのメリットはいかがでしたか？フレックスタイム制度を利用して、空いた時間を

どのように活用し、その結果どうでしたか？

  いつも妻に任せていた子供の保育園の迎えを交代制
にし、妻も子供も喜んでくれ、家族の絆が強まった。

  趣味の映画を観に行き、リフレッシュできた。

  資格取得の勉強をする時間にあて、予定通り学習で
きた。

制度の理解と活用推進を引き続き図るとともに、
現在、モニター第2弾を計画中です！

 

各部門からモニター社員を選抜し、モニター社員とそ
の上長に対し、制度の理解と積極的な活用を促すため、
詳細説明会を行いました。また、対象期間後にはアン
ケートを実施しました。

アンケートの結果は下記の通りです。

モニター社員による
フレックスタイム制度等の積極的活用2

■実施時期　2018年7月より　■期間　4ヶ月

「働き方改革」はどうやってやるの？

なぜ「働き方改革」を行うのか？

1 イクボス研修の実施

2  モニター社員によるフレックスタイム制度等の積極的活用

働
き
方
改
革
の
取
組
み
と
施
策
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分類 取組み内容 費用額（千円）

事
業
エ
リ
ア
内
コ
ス
ト

公害防止コスト 汚水槽の維持管理 633

地球環境保全コスト 空調機の保全 13,737

資源循環コスト
廃棄物処理委託
紙類リサイクル
雨水の管理・保守

38,321

小計 52,691

上・下流コスト グリーン購入 4,247

管理活動コスト
環境ISO活動
環境教育
環境広告

4,765

社会活動コスト 環境保全に対する寄付 367

合計 62,070

2018年度　環境保全コスト

この目標は、お客様に納入する機器製品、システム
製品のCO₂排出量を、基準年（2 0 0 5年度）に比べ、
2019年度には566,000トンを抑制するというもので
す。2018年度の実績は552,261トン（目標に対して
103%）となりました。

目標達成に向け環境適合製品の開発及び新規認定
を積極的に推進し、CO₂排出抑制量の貢献に努めてま
いります。

2019年度 CO2排出抑制貢献量

566,000トン（目標）

◦CO₂排出原単位は「環境省」発表の数値を適用
◦年度は毎年4月1日から翌年3月31日までの1年間

※ 集計範囲　八洲電機

0

100,000

200,000

300,000

400,000

500,000

600,000

CO₂排出抑制貢献量推移（単位：トン/年）

534,000
566,000

計画 ■実績

2017年度2016年度 2018年度 2019年度

454,000
487,000

458,560
518,132 552,261

CO₂排出抑制貢献量の実績と計画

環境会計当社は、「社会に信用・信頼される会社」「社会に奉仕
する会社」「社会に協力・協調する会社」（「信・愛・和」）を
経営理念に、経営ビジョンである「クオリティーの高い
サービスを通じお客様とともに価値を創造するベスト
プランナーとして環境配慮型社会に貢献する」ため、従

業員が健康であること、そして健康的に働くというこ
とが、重要な経営課題であるととらえています。

従業員の健康を積極的に支援する健康経営の推進を
通じて、組織の活性化や生産性の向上を図り、その先に
ある社会に貢献することを宣言します。

『健康経営宣言』

2017年実績 2018年実績 2019年予想

●所定時間外労働時間の更なる減少 236時間／年 213時間／年 200時間／年

●有給休暇取得率の更なる向上 53.90% 58.93% 64.00%

からだの健康
●運動機会の増進　2018年実績　職場スポーツ大会費用補助制度を新設、八洲スポーツ同好会活動を支援
●喫煙者の減少　　2018年実績　全社紙巻たばこの禁止

職場の健康 こころの健康
●産業保健スタッフ拡充による健康相談の利用促進

『重点施策』

（延べ人数）

2017年実績 2018年実績 2019年予想

44人 62人 60人

当社では、これまで従業員と家族の健康保持・増進のため、生活習慣病対策やメンタルヘルス対策などの各種施策に
取組んでまいりました。
より一層この取組みを強化するとともに「働き方改革」や「ダイバーシティマネジメント」と連携しながら「健康経営」
を推進するため、「健康経営宣言」を制定し、以下の『重点施策』に取組んでまいります。

『健康経営宣言』について

健康経営に積極的に取組んだ結果、2018年10月に健
康保険組合連合会東京連合会より「健康優良企業（銀）」
の認定を受けました。（2018年8月にグループ会社の
㈱三陽プラント建設も「健康優良企業（銀）」の認定を受
けました。）

また、2019年2月には、経済産業省より「健康経営
優良法人2019（大規模法人部門）～ホワイト500～」の
認定を受けました。

『取組みの結果について』

職場の
健康

からだの
健康

こころの
健康

健康経営優良法人の認定ロゴマーク

健康優良企業「銀」の認定ロゴマーク
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八洲電機グループでは、1年間を通じて様々な活動を行っております。

一般社団法人広島県管工事業協会主催
広島地区地域清掃活動

広島県公衆衛生推進協議会主催
平和記念公園一斉清掃ボランティア

当社中国支店では、毎年一般社団法人広島県管工事業
協会主催の地域清掃活動に参加しております。2018年
度は、6月16日に平和大通り南北緑地帯で行われ10名が
参加しました。

当社中国支店、八洲産機システム㈱、㈱中国パワー
システムは、2018年8月1日に原爆の日（8月6日）を前
に行われる平和記念公園一斉清掃ボランティア活動に
26名が参加しました。

2018

6月

広島県呉市、竹原市
災害復興支援

当社中国支店は、2018年7月に発生した豪雨災害に
際し、下水道施設の復旧活動の貢献に対し、呉市上下水
道事業管理者様より2018年8月30日に感謝状を授与
されました。

また、飲料水の寄付に対し竹原市様より感謝の意と
して竹原市ホームページに公表されました。

2018

8月

東京都港区芝地区生活安全・
環境美化活動推進協議会主催

「路上喫煙ゼロのまち！
キャンペーン」

当社は、本社所在地である東京都港区主催の環境
美化・保全活動「芝地区クリーンキャンペーン～路上
喫煙ゼロのまち！～」に2010年度から毎年参加し、
2018年度は7月13日、9月14日、3月14日に延べ113名
が参加しました。港区を更に「住みよいまち」にするた
めの活動を行っています。

2018

7月 9月

2019

3月

2018

11月
大阪市環境局主催
大阪マラソン“クリーン
UP”作戦

京都市まちの美化推進事業団主催
京都地区地域清掃活動

当社関西支店、八洲産機システム
㈱、八洲電子ソリューションズ㈱
は、2018年11月21日に大阪市環境
局主催「大阪マラソン“クリーン
UP”作戦」清掃ボランティア活動に
26名が参加しました。

八洲電子ソリューションズ㈱
は、京都市まちの美化推進事業団
主催の「京都・まち美化大作戦」
清掃活動に参加しております。
2 0 1 8年 度 は1 1月4日 に 京 都 市 

市街地周辺で行われ、家族ととも
に9名が参加しました。

日立青葉会主催
地域清掃活動

当社東北営業所では、毎年東北
地区の日立グループ各社が合同で
主催の地域清掃活動に参加して
おります。2018年度は、11月10日
に仙台市青葉区内で行われ2名が
参加しました。

『八洲環境技術振興財団　5年間で助成総額1億円！』
～第5回助成金贈呈式にて、今年も全国の国公立・私立大学及び高等専門学校の研究者25名に助成～

2014年度より開始した当財団の環境技術分野における研究開発・調査に対す
る助成、並びに国際会議・研究発表会等の参加及びシンポジウム等の開催への助成
において、2018年度の助成金を支給した結果、5年間で総額1億円（1億644万円）
に達しました。今後も地球環境技術分野に取組む次世代研究者を育成支援し、豊か
な社会の実現と産業の発展に寄与してまいります。

また、2019年3月7日には受賞者、財団関係者ら約60名の出席のもと第5回の贈
呈式を開催。選考委員会による選考を経て、応募83件から25件の助成先を決定し、
受賞者に助成金（1件100万円）を贈呈いたしました。同時に、2016年度受賞者のな
かから選出した2名に八洲奨励賞が贈られ、研究活動の成果が発表されました。

国際会議・研究発表会等の参加及びシンポジウム等の開催への助成については
7件の助成（1件20万円）をしております。

2019

3月

2018年7月豪雨災害への支援

八洲電機グループ（当社、八洲ファシリティサービス㈱、八洲産機
システム㈱、八洲電子ソリューションズ㈱）は、2018年7月の豪雨災
害に被災された皆様へ心よりお見舞い申し上げますとともに、一日
も早い復興を願い、被災地への支援として日本赤十字社を通じて義
援金300万円を寄付しました。

2018

7月
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